
平
成
二
十
一
年
七
月
三
日
受
領

答

弁

第

五

八

七

号

内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
八
七
号

平
成
二
十
一
年
七
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
海
上
自
衛
隊
艦
船
等
の
民
間
港
入
港
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
海
上
自
衛
隊
艦
船
等
の
民
間
港
入
港
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
防
衛
省
に
お
い
て
、

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
海
上
自
衛
隊
の
船
舶
が
沖
縄
県
内
の
港
湾
区
域
（
港
湾

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
の
港
湾
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
入
港
し
た
年
月
日
並

び
に
当
該
船
舶
及
び
当
該
港
湾
区
域
の
名
称
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

平
成
二
十
一
年
一
月
十
九
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で

水
中
処
分
母
船
〇
六

伊
江

平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
同
月
四
日
ま
で

か
し
ま
、
し
ま
ゆ
き

那
覇

平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
同
月
四
日
ま
で

あ
さ
ぎ
り
、
や
ま
ぎ
り
、
ゆ
う
ぎ
り

中
城
湾

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で

う
み
ぎ
り

渡
嘉
敷

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で

き
り
し
ま

仲
間

平
成
二
十
一
年
三
月
十
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

せ
と
ゆ
き
、
さ
わ
ゆ
き
、
し
ま
か
ぜ

中
城
湾一



平
成
二
十
一
年
四
月
十
三
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で

お
お
な
み
、
み
ね
ゆ
き

中
城
湾

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で

く
ろ
し
ま

祖
納

平
成
二
十
一
年
五
月
三
日
及
び
同
月
四
日

う
み
ぎ
り

平
良

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
五
日
及
び
同
月
二
十
六
日

水
中
処
分
母
船
〇
六

平
良

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
防
衛
省
に
お
い
て
、

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
海
上
自
衛
隊
の
船
舶
が
沖
縄
県
内
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

軍
隊
（
以
下
「
米
軍
」
と
い
う
。
）
の
施
設
及
び
区
域
に
入
港
し
た
年
月
日
並
び
に
当
該
船
舶
並
び
に
当
該
施
設
及
び
区
域

の
名
称
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
一
年
一
月
十
七
日
及
び
同
月
十
八
日

す
ず
な
み

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
二
月
五
日
か
ら
同
月
七
日
ま
で

す
ま

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
二
月
五
日
か
ら
同
月
八
日
ま
で

お
お
な
み

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
二
月
六
日
か
ら
同
月
八
日
ま
で

あ
ま
ぎ
り
、
は
る
さ
め
、
す
ず
な
み

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

二



平
成
二
十
一
年
二
月
十
三
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

は
る
さ
め
、
お
お
な
み

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
二
月
十
四
日
及
び
同
月
十
五
日

あ
ま
ぎ
り

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
二
月
十
六
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で

む
ろ
と

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で

し
ら
ゆ
き

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で

ひ
え
い
、
は
た
か
ぜ
、
い
な
づ
ま
、
き
り
し
ま

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ

地
区平

成
二
十
一
年
三
月
四
日
か
ら
同
月
六
日
ま
で

う
み
ぎ
り

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
三
月
十
二
日
及
び
同
月
十
三
日

と
ね

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
三
月
十
六
日

せ
と
ゆ
き
、
さ
わ
ゆ
き
、
し
ま
か
ぜ

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
三
月
十
九
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で

お
う
み

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で

は
ま
ゆ
き

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
四
月
三
日
か
ら
同
月
五
日
ま
で

あ
ぶ
く
ま

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で

わ
か
さ

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

三



平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で

き
り
し
ま

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
二
日

さ
わ
か
ぜ

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
八
日
及
び
同
月
九
日

う
み
ぎ
り

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
八
日
か
ら
同
月
十
三
日
ま
で

水
中
処
分
母
船
〇
六

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
十
二
日

は
ま
ゆ
き

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
十
三
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

く
ろ
し
ま
、
し
し
じ
ま

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日
及
び
同
月
十
六
日

ひ
え
い

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で

水
中
処
分
母
船
〇
六

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
十
六
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で

は
ま
な

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日
及
び
同
月
二
十
三
日

ま
つ
ゆ
き

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で

さ
わ
か
ぜ

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で

と
わ
だ

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
九
日
及
び
同
月
三
十
日

ま
つ
ゆ
き

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

四



平
成
二
十
一
年
五
月
三
十
一
日

お
お
な
み

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区

三
に
つ
い
て

海
上
自
衛
隊
の
船
舶
は
、
防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
基
づ
き
、
教
育
訓
練
の
実
施
、
防

衛
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
宣
伝
等
の
た
め
必
要
な
場
合
に
港
湾
区
域
に
入
港
し
て
お
り
、
入
港
後
、
港
湾
管
理
者
へ
の

入
港
届
の
提
出
等
を
行
っ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

海
上
自
衛
隊
の
船
舶
が
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
末
日
ま
で
に
、
港
湾
区
域
に
入
港
す
る
予
定
に
つ
い
て
は
、
確
定
的
に

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
入
港
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
教
育
訓
練
等
の
た
め
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

海
上
自
衛
隊
の
船
舶
は
、
教
育
訓
練
等
の
た
め
入
港
が
必
要
な
場
合
で
あ
っ
て
、
米
軍
が
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区
の
施

設
及
び
区
域
を
使
用
し
て
い
る
た
め
当
該
船
舶
が
当
該
施
設
及
び
区
域
を
使
用
で
き
な
い
場
合
等
に
、
中
城
湾
に
入
港
し
て

五



い
る
。

六


